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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プリンタを用いてマットに印刷する図柄をデザインするための処理装置であって、
　前記図柄の少なくとも一部を構成する画像を受信する受信部と、
　前記画像で使われている色を抽出する抽出部と、
　抽出した色のうち前記プリンタのインクにない色を前記プリンタのインクの色に置換し
た第２画像を生成するとともに、前記プリンタのインクにない色を複数のプリンタのイン
クの色を組み合わせて表現した疑似色に置換した第３画像を生成する画像変換部と、
　前記第２画像と前記第３画像を切り替えて表示して、前記図柄に採用する画像の選択を
受け付ける表示部と、
　前記プリンタを用いてマットに前記図柄を印刷するための制御データを出力する出力部
を備える
　処理装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の処理装置であって、
　前記画像変換部は、前記プリンタのインクの色で構成されたカラーパレットを保持し、
前記プリンタのインクにない色と前記カラーパレットの色のそれぞれとの色の距離を算出
し、前記プリンタのインクにない色を最も近いカラーパレットの色で置換する
　処理装置。
【請求項３】
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　請求項２に記載の処理装置であって、
　前記画像変換部は、前記プリンタのインクにない色と前記最も近いカラーパレットの色
との間の色相、彩度、および明度の差を計算し、色相、彩度、および明度の差から前記最
も近いカラーパレットの色に組み合わせるインクの色を決定する
　処理装置。
【請求項４】
　プリンタを用いてマットに印刷する図柄をデザインするための処理方法であって、
　コンピュータによる、
　前記図柄の少なくとも一部を構成する画像を受信する処理と、
　前記画像で使われている色を抽出する処理と、
　抽出した色のうち前記プリンタのインクにない色を前記プリンタのインクの色に置換し
た第２画像を生成するとともに、前記プリンタのインクにない色を複数のプリンタのイン
クの色を組み合わせて表現した疑似色に置換した第３画像を生成する処理と、
　前記第２画像と前記第３画像を切り替えて表示して、前記図柄に採用する画像の選択を
受け付ける処理と、
　前記プリンタを用いてマットに前記図柄を印刷するための制御データを出力する処理を
有する
　処理方法。
【請求項５】
　請求項４に記載の処理方法であって、
　前記第２画像を生成する処理は、前記プリンタのインクの色で構成されたカラーパレッ
トを保持し、前記プリンタのインクにない色と前記カラーパレットの色のそれぞれとの色
の距離を算出し、前記プリンタのインクにない色を最も近いカラーパレットの色で置換す
る
　処理方法。
【請求項６】
　請求項５に記載の処理方法であって、
　前記第３画像を生成する処理は、前記プリンタのインクにない色と前記最も近いカラー
パレットの色との間の色相、彩度、および明度の差を計算し、色相、彩度、および明度の
差から前記最も近いカラーパレットの色に組み合わせるインクの色を決定する
　処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、マットの生産に用いる処理装置および処理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　オフィスや店舗では、オリジナルな図柄で自由にデザインできるマットが望まれている
。特許文献１には、画像に描かれた図柄をタフテッドカーペット上に表現する装置が記載
されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第６４８２８８１号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１は、タフテッドカーペットに描く図柄のカラー画像をパイルに１対１で対応
するように解像度を調整し、カラー画像を２値化して減色しているため、所望の色で自由
にデザインをしにくいという問題があった。
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【０００５】
　マットへの図柄の印刷は専用のプリンタを用いて行われる。専用プリンタでマットに印
刷できる図柄の解像度は低く、使用できる色は基本的に２０色程度である。紙への印刷と
比べて解像度が高くないので表現できる色はインクの色に制限されてしまう。そのため、
オリジナルの図柄のマットを生産する場合、顧客からマットの図柄をデザインした画像デ
ータを受け取り、人手により画像データをマットに印刷された完成品に近いデータに加工
し、加工後のデータを顧客側で確認した後に、生産を開始している。
【０００６】
　マットの図柄の受け付けから生産開始まで多数の工程があるため、マット生産の受注工
程における工数削減および納期短縮が望まれている。
【０００７】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであり、マット生産の受注工程の効率化を図るこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一態様の処理装置は、プリンタを用いてマットに印刷する図柄をデザインする
ための処理装置であって、前記図柄の少なくとも一部を構成する画像を受信する受信部と
、前記画像で使われている色を抽出する抽出部と、抽出した色のうち前記プリンタのイン
クにない色を前記プリンタのインクの色に置換した第２画像を生成するとともに、前記プ
リンタのインクにない色を複数のプリンタのインクの色を組み合わせて表現した疑似色に
置換した第３画像を生成する画像変換部と、前記第２画像と前記第３画像を切り替えて表
示して、前記図柄に採用する画像の選択を受け付ける表示部と、前記プリンタを用いてマ
ットに前記図柄を印刷するための制御データを出力する出力部を備える。
【０００９】
　本発明の一態様の処理方法は、プリンタを用いてマットに印刷する図柄をデザインする
ための処理方法であって、コンピュータによる、前記図柄の少なくとも一部を構成する画
像を受信するステップと、前記画像で使われている色を抽出するステップと、抽出した色
のうち前記プリンタのインクにない色を前記プリンタのインクの色に置換した第２画像を
生成するとともに、前記プリンタのインクにない色を複数のプリンタのインクの色を組み
合わせて表現した疑似色に置換した第３画像を生成するステップと、前記第２画像と前記
第３画像を切り替えて表示して、前記図柄に採用する画像の選択を受け付けるステップと
、前記プリンタを用いてマットに前記図柄を印刷するための制御データを出力する処理を
有する。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、マット生産の受注工程の効率化を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、本実施形態の処理装置の構成の一例を示す機能ブロック図である。
【図２】図２は、操作画面の一例を示す図である。
【図３】図３は、色を選択するためのウインドウの一例である。
【図４】図４は、複数のインクの色を組み合わせて表現した疑似色の一例である。
【図５】図５は、図形を選択するためのウインドウの一例である。
【図６】図６は、処理装置の処理の流れの一例を示すフローチャートである。
【図７】図７は、マットに印刷する画像の色を置換するためのデータを生成する処理の流
れの一例を示すフローチャートである。
【図８】図８は、座標とピクセル値を紐付けた連想配列の一例を示す図である。
【図９】図９は、抽出した色のデータの一例を示す図である。
【図１０】図１０は、カラーパレットの一例を示す図である。
【図１１】図１１は、元の色と置換後の色との対応テーブルの一例を示す図である。
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【図１２】図１２は、画像の色を置換するための色置換データの一例を示す図である。
【図１３】図１３は、画像の色をカラーパレットの色に置換する処理の流れの一例を示す
フローチャートである。
【図１４】図１４は、インクの色を組み合わせて表現した疑似色を適用する処理の流れの
一例を示すフローチャートである。
【図１５】図１５は、元のＲＧＢ値と新ＲＧＢ値との色相・彩度・明度の差、および散ら
す色のＲＧＢ値の一例を示す図である。
【図１６】図１６は、色を置換した画像をユーザに提示する処理の流れの一例を示すフロ
ーチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施の形態について図面を用いて説明する。
【００１３】
　［処理装置の構成］
　図１は、本実施形態の処理装置１の構成の一例を示す機能ブロック図である。処理装置
１は、マットをデザインするためのユーザインタフェースを提供し、ユーザによりデザイ
ンされたマットを実際のマットの完成品に近い図柄で画面上に表示するとともに、マット
用の専用プリンタを制御するための制御データを出力する。
【００１４】
　処理装置１は、入力処理部１１、画像変換部１２、表示部１３、出力部１４、および記
憶部１５を備える。処理装置１が備える各部は、演算処理装置、記憶装置等を備えたコン
ピュータにより構成して、各部の処理がプログラムによって実行されるものとしてもよい
。このプログラムは処理装置１が備える記憶装置に記憶されており、磁気ディスク、光デ
ィスク、半導体メモリ等の記録媒体に記録することも、ネットワークを通して提供するこ
とも可能である。処理装置１をクラウドの仮想環境上で動作させてもよい。以下、処理装
置１の備える各部について説明する。
【００１５】
　入力処理部１１は、ユーザから操作情報を入力し、入力に応じた処理を実行する。
【００１６】
　図２に、ユーザが操作する操作画面１００の一例を示す。同図に示す操作画面１００は
、マットに印刷される図柄を表示する描画領域１１０とユーザが操作を入力するツール領
域１２０を備える。ユーザは、ツール領域１２０の各種ボタン１２１～１２５を操作して
、マットをデザインする。図２の操作画面１００は一例であって、これに限るものではな
い。操作画面１００では、印刷対象のマットの大きさ、種別などを指定できてもよいし、
一般的な描画ツールの持つ機能を備えてもよい。
【００１７】
　ツール領域１２０は、バックグラウンドの色を変更するためのボタン１２１、テキスト
を描画領域１１０上に配置するためのボタン１２２、図形を描画領域１１０上に配置する
ためのボタン１２３、画像を読み込んで描画領域１１０に配置するためのボタン１２４、
およびプリンタを制御するための制御データを出力するためのボタン１２５を備える。
【００１８】
　バックグラウンドの色を変更するためのボタン１２１が操作されると、入力処理部１１
は、図３に示すような色を選択するためのウインドウ２００を表示して、色の選択を受け
付ける。ユーザは、ウインドウ２００内から所望の色を選択し、マットの下地となる色を
決定する。ウインドウ２００には、プリンタにセットされたインクの色（例えば２３色）
だけでなく、複数のインクの色を組み合わせて表現できる疑似色が選択可能に並べられる
。ここでの疑似色とは、あるインクの色で塗られた領域内に別のインクの色のピクセルを
散らして配置して表現した色である。マットは床に敷かれるものであり、人の目の高さ以
上離れた位置から見ることが多い。そのため、あるインクの色（基礎の色）で塗られた領
域内に別のインクの色（散らす色）が散らして配置された場合に、散らす色をドットとし
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て認識せずに、基礎の色と散らした色を混合した色として認識（錯覚）する場合もある。
処理装置１は、そのような色を疑似色として選択可能な色とする。
【００１９】
　例えば、インクの色にグレーとパールグレイが存在し、グレーよりも明るくてパールグ
レイよりも暗い色のライトグレーがインクの色に存在しないとき、ライトグレーを、図４
のように、グレー５０で塗った領域内にパールグレイ５１を散らして表現する。グレー５
０が基礎の色であり、パールグレイ５１が散らす色である。図４の格子の一つ一つが１ピ
クセルである。プリンタはピクセル単位でインクを噴射する。１回で約１．５～２ｍｍ四
方の大きさでインクが噴射される。マットを目の高さから見たときに、グレー５０とパー
ルグレイ５１が混ざり、グレー５０よりも少し明るいライトグレーに認識される。散らす
色は１色に限らず、２色以上であってもよい。
【００２０】
　描画領域１１０では、疑似色で塗られた領域を基礎の色と散らした色で描画してもよい
し、表現したい疑似色のＲＧＢ値で描画してもよい。例えば、バックグラウンドの色とし
て疑似色のライトグレーを選択したときに、描画領域１１０のバックグラウンドは、マッ
トに印刷されるピクセルと同様に、インクの色であるグレーとパールグレイの２色で描画
されてもよいし、インクの色にない疑似色のライトグレーのＲＧＢ値で塗られてもよい。
【００２１】
　本実施形態では、プリンタのインクの色だけではなく、複数のインクの色を組み合わせ
て表現できる疑似色を選択できるようにすることで、プリンタの色の制限を超えた色でマ
ットのデザインが可能となる。なお、後述のテキストおよび図形についても、疑似色を用
いることができる。
【００２２】
　テキストのボタン１２２が操作されると、入力処理部１１は、ユーザからテキストの入
力を受け付けて、テキスト１１２を描画領域１１０に配置する。テキスト１１２は、位置
、サイズ、フォントの種類、および色を指定できる。
【００２３】
　図形のボタン１２３が操作されると、入力処理部１１は、図５に示すような図形を選択
するためのウインドウ３００を表示して、図形の選択を受け付ける。ユーザが図形を選択
すると、入力処理部１１は、描画領域１１０に図形１１３を配置する。図形１１３は、位
置、サイズ、および色を指定できる。
【００２４】
　画像のボタン１２４が操作されると、入力処理部１１は、指定された画像ファイルを読
み込んで画像変換部１２に送信する。入力処理部１１は、画像変換部１２で変換された画
像１１４を描画領域１１０に配置する。画像１１４は、位置、サイズ、および色の置換方
法を指定できる。
【００２５】
　出力ボタン１２５が操作されると、出力部１４は、ユーザによりデザインされたマット
を印刷するための制御データを出力する。
【００２６】
　画像変換部１２は、入力した画像で使われている色を抽出し、インクの色に含まれない
色を近いインクの色に変換したり、複数のインクの色を組み合わせた疑似色に変換したり
する。画像変換部１２の処理の詳細は後述する。
【００２７】
　表示部１３は、操作画面１００などを表示する。
【００２８】
　出力部１４は、プリンタでマットを印刷するための制御データを出力する。
【００２９】
　記憶部１５は、作業中のデータ、マットデザイン完成画像、およびそれらに関する制御
データを一時的に格納する。マットデザイン完成画像は、顧客閲覧用のスムースな画像と
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プリンタ用のドット絵を含む。記憶部１５は、操作画面１００で表示する図形／テキスト
ボックス／アイコン等を格納してもよいし、後述のカラーパレットに関する情報、疑似色
に関する情報を格納してもよい。
【００３０】
　［処理装置の動作］
　次に、本実施形態の処理装置１の処理の流れについて説明する。
【００３１】
　処理装置１を起動すると、操作画面１００が表示されてユーザの操作の入力を待ち、図
６の処理が開始される。
【００３２】
　ステップＳ１１にて、処理装置１は、ユーザからの操作を入力する。
【００３３】
　ステップＳ１２にて、処理装置１は、操作内容が画像の貼り付けであるか否か判定する
。画像の貼り付けとは、画像ファイルを読み込んで描画領域１１０に配置する操作である
。
【００３４】
　操作内容が画像の貼り付けでない場合、処理装置１は、処理をステップＳ１４に進める
。
【００３５】
　操作内容が画像の貼り付けである場合、ステップＳ１３にて、処理装置１は、画像変換
処理を行う。画像変換処理の詳細は後述する。
【００３６】
　ステップＳ１４にて、処理装置１は、ユーザからの操作を反映し、描画領域１１０を更
新する。
【００３７】
　ステップＳ１５にて、処理装置１は、出力ボタン１２５が操作されたか否かを判定する
。出力ボタン１２５が操作されていないときは、ステップＳ１１に戻り、ユーザからの操
作の入力を待つ。
【００３８】
　出力ボタン１２５が操作されたとき、ステップＳ１６にて、処理装置１は、描画領域１
１０の図柄をマットに印刷するための制御データを出力する。制御データの出力後も、ス
テップＳ１１に戻り、マットのデザインをさらに修正してもよい。制御データは、記憶部
１５に記憶してもよいし、取出し可能な記憶媒体に記憶してもよいし、ネットワークを介
してプリンタへ送信されてもよい。
【００３９】
　［画像変換処理］
　次に、画像変換処理の流れについて説明する。図７のフローチャートで示す処理は、ユ
ーザが貼り付ける画像ファイルを指定した後に実行される。
【００４０】
　ステップＳ１０１にて、画像変換部１２は、ユーザが指定した画像を受信する。以下、
この画像を画像１とする。
【００４１】
　ステップＳ１０２にて、画像変換部１２は、画像１で使用されている色を抽出する。例
えば、画像変換部１２は、画像１の左上のピクセルから右下のピクセルまで順番にピクセ
ルを走査し、ピクセルごとに、座標（Ｘ，Ｙ）とピクセル値（Ｒ，Ｇ，Ｂ）を取得し、座
標にピクセル値を紐付けた連想配列を生成する。図８に、座標にピクセル値を紐付けた連
想配列の一例を示す。透過色のピクセルは処理対象から除外し、連想配列に含めなくてよ
い。描画領域１１０では、透過色のピクセルは背景色または下層の図柄の色となる。画像
変換部１２は、連想配列のピクセル値を集約して画像１で使用されている色を抽出する。
図９に、抽出した色のデータの一例を示す。図９の例では（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（８７，１９
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７，１９５）、（２５５，０，２７）、（７２，０，７３）の３色が抽出された。以下、
（８７，１９７，１９５）を色１、（２５５，０，２７）を色２、（７２，０，７３）を
色３とする。
【００４２】
　画像変換部１２は、ステップＳ１０２で抽出した全ての色について、ステップＳ１０３
，Ｓ１０４の処理を実行する。
【００４３】
　ステップＳ１０３にて、画像変換部１２は、処理中の色（元の色）と同一の色がカラー
パレットに存在するか否か判定する。カラーパレットとは、プリンタのインクの色の集合
である。図１０にカラーパレットの一例を示す。カラーパレットでは、インクの色のそれ
ぞれのＲＧＢ値を保持している。画像変換部１２は、元の色のＲＧＢ値をカラーパレット
の全ての色のＲＧＢ値と比較して、元の色と同一の色のＲＧＢ値を持つ色がカラーパレッ
トに存在するか否か判定する。例えば、図９の色１と色３はカラーパレットに存在しない
が、色２のＲＧＢ値は図１０のカラーパレットのレッドのＲＧＢ値と同じであるので、画
像変換部１２は、色２は同一の色がカラーパレットに存在すると判定する。元の色と同一
の色がカラーパレットに存在する場合、画像変換部１２は、次の色の処理に進む。
【００４４】
　元の色と同一の色がカラーパレットに存在しない場合、ステップＳ１０４にて、画像変
換部１２は、元の色に最も近い色をカラーパレットから選択し、元の色とカラーパレット
の色（置換後の色）との対応テーブルを作成する。図１１に元の色と置換後の色との対応
テーブルの一例を示す。同図の例では、色１の置換後の色は図１０のカラーパレットのラ
イトブルーであり、色３の置換後の色は図１０のカラーパレットのバーガンディである。
色２は同一の色がカラーパレットに存在するので対応テーブルは作成されない。
【００４５】
　元の色に最も近い色の選択には色の距離（色差）を用いることができる。例えば、画像
変換部１２は、元の色とカラーパレットの全ての色との間の色の距離を計算し、色の距離
が最も近いカラーパレットの色を元の色に最も近い色として選択する。色の距離の計算に
は既存の方法を用いることができる。
【００４６】
　抽出した色の全てを処理するまで、画像変換部１２は、次の色を選択し、ステップＳ１
０３，Ｓ１０４の処理を繰り返す。
【００４７】
　抽出した色の全てを処理した後、ステップＳ１０５にて、画像変換部１２は、対応テー
ブルとステップＳ１０２で作成した座標にピクセル値を紐付けた連想配列から、画像１の
各ピクセルの元の色をカラーパレット中の色に置換するための色置換データを作成する。
例えば、画像変換部１２は、ステップＳ１０２で作成した連想配列から座標とピクセル値
の組をひとつずつ取得し、取得したピクセル値が対応テーブルの元の色のＲＧＢ値である
場合、座標に対応テーブルの置換後の色の新ＲＧＢ値を紐付けた組を色置換データに追加
する。図１２に画像１の各ピクセルの色をカラーパレットの色に置換するための色置換デ
ータの一例を示す。同図の例では、図８の連想配列において色１が紐付けられた座標には
色１に対応するライトブルーのＲＧＢ値を紐付け、色３が紐付けられた座標には色３に対
応するバーガンディのＲＧＢ値を紐付けている。色２は置換しないので図１２の色置換デ
ータには含めていないが、置換しない色２と座標の組を色置換データに含めてもよい。
【００４８】
　ここまでの処理で、画像１のピクセルをカラーパレットの色に置換するための色置換デ
ータが完成する。
【００４９】
　続いて、画像変換部１２は、図１３のフローチャートで示す処理を実行し、画像１の色
をカラーパレットの色に置換した画像２を作成する。
【００５０】
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　ステップＳ２０１にて、画像変換部１２は、画像１をコピーして画像２を作成する。こ
の時点の画像２の各ピクセルは、画像１の各ピクセルと同じＲＧＢ値である。
【００５１】
　ステップＳ２０２にて、画像変換部１２は、色置換データに基づき、画像２の各ピクセ
ルの色をカラーパレットの色に置換する。例えば、画像変換部１２は、色置換データから
座標とピクセル値の組をひとつずつ取得し、画像２の対応する座標のピクセル値を色置換
データから取得したピクセル値に置換する。色置換データに含まれる全ての要素について
置換が完了すると、画像２の全てのピクセルは、カラーパレットの色のいずれかとなる。
【００５２】
　続いて、画像変換部１２は、図１４のフローチャートで示す処理を実行し、画像２に対
して、インクの色を組み合わせて表現した疑似色を適用する。具体的には、画像２におい
て置換後の色で塗られた領域内に別のインクの色のピクセルを散らして配置する。
【００５３】
　画像変換部１２は、対応テーブルの元の色と置換後の色の全ての組についてステップＳ
３０１，Ｓ３０２の処理を実行する。なお、元の色と置換後の色との差が許容範囲内であ
る色については、別のインクの色を散らして配置せずに、置換後の色のままでもよい。
【００５４】
　ステップＳ３０１にて、画像変換部１２は、元の色から置換後の色の色相・彩度・明度
の差を計算する。
【００５５】
　ステップＳ３０２にて、画像変換部１２は、色相・彩度・明度の差から散らす色を計算
する。図１５に、画像１の元の色のＲＧＢ値、置換後の色の新ＲＧＢ値、色相・彩度・明
度の差、および散らす色のＲＧＢ値の一例を示す。
【００５６】
　対応テーブルの全ての色について散らす色を計算した後、ステップＳ３０３にて、画像
変換部１２は、画像２をコピーして画像３を作成する。この時点の画像３の各ピクセルは
、画像２の各ピクセルと同じＲＧＢ値である。
【００５７】
　ステップＳ３０４にて、画像変換部１２は、ステップＳ３０２で求めた散らす色を画像
３の疑似色で表現する領域に所定の割合で分散して配置する。散らす色の配置は、表現し
たい疑似色に応じて決められる。なお、散らす色を配置する領域の大きさに基づき、その
領域内に散らす色を配置するか否かを判定してもよい。例えば、ある領域が基準よりも小
さいときは、その領域内に散らす色を配置しなくてもよいし、基準より大きいときに、散
らす色がドットとして目立つおそれがあるので、その領域内に散らす色を配置しなくても
よい。
【００５８】
　以上の処理により、画像１をカラーパレットの色に置換した画像２と画像２を疑似色で
表現した画像３が得られる。
【００５９】
　なお、散らす色の決め方、配置の仕方は上記に限らない。例えば、疑似色の見た目のＲ
ＧＢ値（色の組み合わせから人が知覚すると思われるＲＧＢ値）を保持する疑似色のカラ
ーパレットと、疑似色のそれぞれを表現するための基礎の色、散らす色、配置パターンを
定めた疑似色データを用意しておく。画像１の色に最も近い疑似色を疑似色のカラーパレ
ットから探して、その疑似色を疑似色データに基づいて画像１または画像２に適用して画
像３を生成する。
【００６０】
　続いて、画像変換部１２は、図１６のフローチャートで示す処理を実行し、画像２と画
像３をユーザに提示する。
【００６１】
　ステップＳ４０１にて、画像変換部１２は、画像２と画像３を入力処理部１１へ送信す
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【００６２】
　ステップＳ４０２にて、入力処理部１１は、描画領域１１０で画像２と画像３を切り替
えて表示し、ユーザから、採用する画像２または画像３の選択を受け付ける。入力処理部
１１は、ユーザの選択した画像２または画像３のいずれかを描画領域１１０に配置する。
【００６３】
　以上説明したように、本実施形態の処理装置１は、プリンタを用いてマットに印刷する
図柄をデザインするための装置であって、マットの図柄の少なくとも一部を構成する画像
を受信する入力処理部１１と、画像で使われている色を抽出し、抽出した色のうちプリン
タのインクにない色をプリンタのインクの色に置換した第２画像を生成するとともに、プ
リンタのインクにない色を複数のプリンタのインクを組み合わせて表現した疑似色に置換
した第３画像を生成する画像変換部１２と、第２画像と第３画像を切り替えて表示して、
採用する画像の選択を受け付ける表示部１３を備える。これにより、ユーザは、プリンタ
の制限内で自由にマットに印刷する図柄をデザインすることができるので、マット生産の
受注工程の効率化を図ることができる。
【００６４】
　本実施形態の処理装置１は、プリンタのインクにない色を複数のプリンタのインクの色
を組み合わせて表現するので、ユーザは、所望の色合いのマットをデザインすることがで
きる。
【符号の説明】
【００６５】
　１…処理装置
　１１…入力処理部
　１２…画像変換部
　１３…表示部
　１４…出力部
　１５…記憶部
【要約】
【課題】マット生産の受注工程の効率化を図る。
【解決手段】プリンタを用いてマットに印刷する図柄をデザインするための処理装置１で
ある。処理装置１は、マットの図柄の少なくとも一部を構成する画像を受信する入力処理
部１１と、画像で使われている色を抽出し、抽出した色のうちプリンタのインクにない色
をプリンタのインクの色に置換した第２画像を生成するとともに、プリンタのインクにな
い色を複数のプリンタのインクを組み合わせて表現した疑似色に置換した第３画像を生成
する画像変換部１２と、第２画像と第３画像を切り替えて表示して、採用する画像の選択
を受け付ける表示部１３を備える。
【選択図】図１
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【図３】

【図４】

【図５】
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【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】
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